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国
欝
現
代
国
践
と
古
典
乙
工
必
修
。

ノ

数
学
新
課
程
率
業
者
で理
.医
.

響
篶
麺

噺鱗
蓑

志
願
者
は
新課
程
数
学
皿
Bま
で
、
旧

課
程
楽
集者
で
旧課
程
受
験
首
は
数
皿

な

し

ア

ま
で
(撹し
文
・教
育
・溝
・経
済
・

農
学
都
志
蟹
磐
一は
数
丑ま
で
で
も
よ

呂十
日
(火
)
日
本
育
吏
ま
奨
距
金
交

付

厘
生
課
学
資
掛
で

昭
和
四
十
二
年
度
の
京
部大
学
学
生
募

学
料
三
十
四
人
、
農
林
経
済
学
科
三
十

簗
要
項
が
先
日
発
麦
ざ
唾
コ現窃
嬰
環
■五
人
、
水
産
掌
科
二
+
五
人
湘
林
産
工

及
び
出
願
書
類
を
受
験
生
に交
付申
で

あ
る
。

来
年
度
募
集
人
員
は
二
千
三
百
八
十九

人
で内
訳
を
み
る
と
文
学
郁
二
欝
人、

敦
育
学
部
五
十
人
、
法
学
耶
三
蕎
糞
十

強
羅

聾

木
系
学
科
百
四
十
人
、.機
械
系
学
科
百

二
十人
、
電
気
系
学
科
百
三
十
五
人
湘

金
属系
掌
科
八
十
人
、
通
築
系
学
科
九

十
人、
資
源
丁学
科
三
十
五
人
、
工
策

化
学科
五
十
人、
石
油
化
学
科
五
十
五

入
、
化攣
r学
科
四
十
人
、
葛
分
子
学

学
科
四
十
人
∀
と
な
っ
て
い
る
。
但し

現
在
理
掌
聚

農
学
部
で
は
講
座
、学

科
の新
設
を
文
部
省
に
要
求
し
て
お

り
、
一月
初
旬
頃
ま
で
に
こ
れ
が
国
会

で認
め
ら
れ
る
と
、
理
学
部
で
は
生
物

物
理
謂
座
三
十
五
人
分
が
定
員
増
と
な

「京
都
市
左
京
区
吉
田

京
都
大
学
O

O
学
部
事
務
室
教
務
掛
」
宛
申
し
込
む

事
にな
って
い
る
。

入
学
者
の
選
抜
方
法
は
例
年
通
り
≠
力

試験
(筆
管
)
、
健
康
診
断
、
調
査
書

ゆち
の聡
合
判
断
で
あ
る
。
こ
の
三
資

淋
のう
ち
最
も
重
視
さ
れ
る
掌
力
試
験

の実
藍
哲
程
は
別
表
の
通
り
置
、
文
㍉

物
理
B

化
学
B
・生
物
か
ら
一科

目
」
教
育
掌
部
志
願
者
は
物
理
B
・化

学
B
・霧

・地
学
か
ゑ

科貝

理

・農
学
部
志
願
者
は
物
理
B
・
化学
B

φ生
物
・地
学
か
ら
二
科
目馬
医
・
薬

学
部
志
願
者
は
物
理
B
・化
学
B
・
生

物
か
ら
二科
目
選
択
し
、
工
学
部志
願

者
は
物
理
B
と
化
学
B
の
二
科
目
必
修

で
あ
る
。

願
書
締
切
り
は
二
月
十
同

食
晶
工
学
科

生
物
物
理
学
科

科
四
十
人、
航
空工
学
科
二
十
人
、
原

り
蝿し農
学
郡
で
は
農
芸北
亭科
中
の食
教
育
・法
・経
済
学
部
は
理
科
一科

子
核
工
掌
科
二
十火
、
数
理
工
学
科
四
..
品
巳
学
科
四
卜
人分
が
足員
増
と
な

目
、
理
・底
・桑
・工
学
鄙
は
社会
一

十
人
、
合
成化
学
科
四
十
人
)
農
学
瀞

一一白
四
十
四
人
(農学
科
三十
人
、
林

学
科
二
十
五
人
、
農
芸化
学
科
四
十

人
、
農
林
生
物
学科
十五
人
、
農
業
工

、言3

 

掘

=

る
。
な
お
要
項
湊
ぴ
出願
書
類の
郵
込

を
希
望
す
る
時
は
二
十
五
円切
手
(工

学
部
で
は
三
十
血
円
切
手
)
をは
った

醜
ノ
謡

ミリの
角
型
封
筒
を
同
封し
て

琶
悉

解
答
時
聞
が
雰
と
な
・

て
い器
。
実
施
教
科
に
つ
い
て
は
本
紙

八
月
一日
、りで
も
詳
報
し
た
通
り
で
あ

る
。

増
設
も
申
請
中

い
)
、
旧
課
程
卒
擁著
で
新
諏
程
受
験
■

者
は
耕
課
程
受
験
看
に
準
ず
る
。

外
国
順

英
語
B

ド
イ
ツ
語
・フ
フ

ン
.〈語
のう
ち
い
す
れ
か
アつ
を
選

択
。
新
旧
共
通
。

理科

文
.法

騒
肇

部
庸

、豫

翫㌻
'鴇
咲.

◇入学願書

本学から交付する用紙悌必要事項
を本人が明記すること.

◇髄 魯

文部省で定めた様式により出身校
長が作成したもの。
◇入撃検料3000円

〈〉億康診断曇

本学かb交 付する用紙に、保健所

国・公立病院、これらに準ずる病院
診療所の医師または出身校医が作成
しノたもの。またその際に出願前3ヵ
月以内に撮影した胸部エソクス線間
接写頁フイルム1校を健康診断書用
紙に添付すること。

◇写翼2枚

名刺型半身脱帽正面向きで出願6
ヵ月以内に単身で撮影したものを入
学願書付属用紙の定められたところ
にのり付けすること。

◇封衝一枚

規格長4型(90繍 ×205鱈)に 受
儲場所および受僑者氏名を明紀し60
円切手をはること.(受 験票庫付
用)

◇官訓ハガキ1紋

受儒場所 および受儘者氏名を明
記すること。(願 書受理通知用〉
以上の書類その他をまとめで出身
学校長を通Uて 志願する学部に撮出
すること.ただし、志願者から直接
志願する学部に提出してもよいび

社
会

倫
理
・社
A飛
政
治
・経
済

(こ
れ
で
一科
目扱
い)
、
日
本
史
、

世
界
史
B
、地
理
B
の四
科
目
の
う
ち

か
ら
、
文
・教
育
・法
・経
済
・農
学

部
志
願
者
は
二
科目
、
理
9医
。薬
・

工
業
部
ム
願
者
は
}科
目
選
択
す
る
都

と
な
っ
て
い
る
。な
お
数
学
以
外
の
教

科
で
は
新
旧
画諌
程
の共
通
分
野
か
ら

出
題
さ
れ
る
。

各
教
科
の
配
斌
に
つ
い
ては
、
国
語
・

数
多
・外
国
語
が
二
白歳
満
点
。
理
科

は
文
・教
育
・法
・経済
学
部
志
願
者

に
は
白
点
満
点
、他
学
部
志願
者
に
は

二
白
点
溜
点
。
社
会
は文
・教
育
。法

・経
済
・農
学
部
志
願者
には
二白
点

満
点
、
他
学
超
志
願
轡
には
百
点
満
点

で
あ
る
。

健
康
診
断
必
要
者
に対
して
は
五日
午

前
に
指
小
が
あ
り
午
後、
笑
施
さ
れ

置:(試験日および時間割)寓

時間
目 午前9時～11時30分午後1時 ～3時3α臨

3日(金)-

4日(土)

国 語
マ

数 学.

外 國
理 科旧文、教育、法、経済
学鄙2時15は分まで

5日(日)

社 会
但理、医、薬、工掌
部は10時15分まで

る
。
こ
れ
は
合
否
に
無
関
僚
で
あ
る
。

合
格
発
表
者
は
三月
二
十
日
(日
)ま

で
に
各
宇
部掲
ポ場
で
発
表
さ
れ
る

が
、
例
年
早
い
学
部
は十
七
日
頃
で
あ

る
。
ま
た
本
入
に
も
必
要
書
類
と興
に

ム[格
通
知
が
送
付
さ
れ
る
。
本
社
で
は

例
年
の
如
く
、
試
験
剤
日
と
期間
中
、

合
否
電
報
を
受
付
け
る
予
定
で
あ
る
。

全
学
連
一再
塗
[

去
る
十
月
八

大
会
絡
わ
る

.九
両
日
緬

成
さ
れ
た
全
学
連
再
建
準
備
会
の
ト
に

全
掌
連
再
建
大
会
は
次
の
日
程
で
開
か

れ
た
。

十
七
・十
九
日
太
田
区
民
会
館

十
八
日
明
治
大
学
記
念
館

(い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
り
削
後
ハ時

ま
で
)
現
在
、
民
爵
系
全
学
連
、
塾
マ
ル
系

全
学
連
が
あ
り
、
こ
の
全
学
連
胃
建

に
よ
って
事
実
上
馬
三
つ
の
組
織
が

存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ

の
再
建
全寧
連
に
は
、
横
改
系
目
治

会
と
革
マル
派
系
目
治
会
を
除
く
反

民
蕾
系
臼
治
会
が
参
加
し
た
。
(本

紙
で
は
、
次
号
に
再
建
人
会
の
模
様

を
掲
載
す
る
予
足
で
あ
る
。
)

統

一
派
が
主
流
派
に

餐
懸
灘
鐡
驚
雛

低
調
だ
っ
た
投
票
率

同
学
会
・敦
養
部
自
治
会
正
副委
員
畏
選
挙
は
、
}

般
学
生
の
無
関
心
が
目
立
ち、
低調
な
投
票
率
を
爪し

た
。
績
果
は
、
統
一派
が
皐
入学
生遷
勧
あ
主導
権
を

再
び掌
握
し
、
四
十
年
春
の
選
挙
以
来
一レ無
賜
に
わ
た

る
政
権
を
確
保
レ
兀
形
と
な
っ
た
。
来
年
春
に予
定
さ

後
期
同
学
会
全
学
区
代議
員

教
婆
部

正
劃
委
貝
長
選
挙
は
、
立候
補
受
付
十

鰭●瞬陰●●

れ
る
圏
立
大
≠
援
巣
料
値
上げ
問
題
、
学
館
問
題
等
の

こ
れ
り諸
問
題
に
、
い
か
に対
処
し
て
い
く
か
が
注
目

さ
れ
る
と
同
時
に
、
一般
字
生大
衆
の意
誠
の
扁
揚
か

鬼
猷れ
わ
と
こ
ろ
で
ある
。

叫月
二茜

日
～
三
古

、叢

卜
一

月
一日
～
七
日
の
予
疋で行
なわ
れ
た

轟
購
辮

L
版
毎

ζ
の
国
の
文
化

の
水
準
を

小
9
と

爵

わ
れ
る
が
、
企
業
と
し
て
は
規

模
の
小
さ
な

も

の
が
多
く
、
日
本
で
量
人
の
出
版
紘

が
、
よ

つ

や
く
中
企
蓑
に
仲
間
入
り
出
来
る
程

度
な

の
に

ご
っ
兀
。
か
な
り
名
の
通
っ
た
出
版
社
を

ん
∫

ね
て
ゆ
く
こ
、
表
通
り
か
ら
少
し
入

っ
た

の
た

ー
・の
昼
家

の
二
晴
に
、
卜
人
そ
こ
ご
こ
の
社
員

し

ら

毛
ど
並

へ
ζ
佳
事

¢
し
ご
い
る
、
と

い
つ
幽

な
の
か
・
は
珍

り
し
く
な
か
っ
た

カ
、
八
こ

も

ご
り
飛
堰

酎
に
員
く
な
ノ
て
ぴ
い
ま
い
。
輪

転

機
を

動
か
さ

耳
け
れ
は
な
づ
な
い
印
綱
工
埆
は

大
'こ
く
、
答
を
付
つ
小

踊書

店
は
美
し
く
あ

ー2

ね
ば
な
り
な
い
が
、
介
圓
し
編
輯
「
る
知
的
企

業
は
、
こ
こ

々
り
あ
れ

た
け

の
も

の
力
出
る
の

か
、
と
疑
の
せ
る

ム
つ
な
社
六
と
、
小
甲
一
＼
が

す

エ
リ
し
い
も
の
て
あ

心
こ

」
フ
多
し
の
ご

ω

る
。鴨
虹
こ
の
倒

幽
か
報
遺
さ
れ

～
仏
丈
"
b

」

〉
で
あ

た
。
本
社
は
東
駅
へ
秘
っ
て
い
た

と

思
,
し
、
ガ
よ

つ
と
取
戦
俄
獣
π
目
も

代
く
、

あ

り
ゆ

る
も
の
が
最
も
乏
し
い
時
代
で
は
あ
っ

が
、
ハ日
に
な
っ
て
も
規
定
投
票
奴
」

達
し
な
い
た
め
、
同
多r会
全
字
屡
代議

た
が
、
廃
じ
場
の
よ
う
な
建
物
の
一
隅
の土
間

に、
ひ
・スび
え
と
机
を
置
い
て
相
員
が
いた
。

そ
して
1時
は
学
生
ご
あ
っ
た
私
の
注文
した

六
を
、
判
員
が
別
室
か
ら
出
し
て
来
て
くれ

た
。
彪
生
が
出
版
社
へ
出
か
け
て
直
援本
を買

った
り
す
る
、
不
目
由
な
出
版
事
情
だ
っ
た
の

た
が、
今
度
は
し
か
じ
か
の
本
を
出
しま
す
、

キ告
げ
る
社
員
の
口
調
に
、
誇
り
が
あ
った
の

々
誌
几て
い
る
。
戦
甲
も
戦
後
も
、
学
術
図
書

の
山版
駕
遇し
て
、
学
生
に
規
し
ま
れ
た
良
喝

的
傷媛

社
で
あ
った
。
惜
し
い
柱
が
消
几て

"出

版

事

情

"

渡

辺

実

い
♪た
匂
のだ
。
友
き
な
読
券
会
社
の
倒
産

は
、
政
騒
が支
え
「防
い
で
＼れ
る
カ
、
こ
2

い
り
とこ
・つは
兇
殺
し
に
な
る
。
残
念
な
こ
と

で
ある
。
ルれ
0
ハを
出
七
つ
と
臥
つ
こ
と
は
、
出版

も
企
永で
あ
噸以1
は非
難
つ
へき
こ
と
ご
鳳

い
目
の
と
も、
先れ
る
こ
」を
ヨ
る
あ
ま
の
に

.馬右
に
翻
ひる
傾
向
が
近感
磁
い
の
は
、
苦
々

し
い
と
い
う
のを
埋の
こ
)て
恥
か
し
い
気
が

ず
ゆ
。
妬書
駿
は
唐
か
ら
の
った
カ
、
近
頃
は

兇
開
き
二
葭
で
一
肥の
内
容
がま
と
ま
る
よ
つ

に
、
な
と
し考
乳る
こ
とが
行
な
わ
れ
る
と

同学会 ・教養部

自 治 会 選 挙

 

員
に
つ
い
て
は
百
、
教
獲
部
正
副
委

員
長
に
っ
い
て
は
四
日
間
、
投
票
期
間

が
延
長
さ
れ
、
ての
開
票
結
粟
が
判
明

し
た
。ての
結
果
は
下
表
の
遇
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
同
学
会
全
学
区
代
議

員
で
は
民
青
統
一派
二
五
、
統
一会

聞
く
。
片タ
は
雷
革
の
吊
皮
ぜつ
か
み
な
が
ら

読
め
る
よ
つ
に、
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
な
の
だ
そ

う
だ
。
啓
甥
的
な
講
座
類
も
曹
か
ら
あ
った

が
、
段
落
に
やた
り
と小
見
出
し
を
立
て
、
別

枠
の
文
章
を挿
画
のよ
つに
は
さ
み
込
む
こ
と

が
流
行
◎
る
。
測者
が
時
に本
文
を
離
れ
て
憩

つ
き
で
さる
よ
つ
に、
と
のサ
ー
ヒ
ス
な
の
だ

て
つだ
。
ごつ
い
つ
本拳
.覗む
と
、
.鵡者
も
こ

こ
ま
で
な
め
り
れた
か、
と
ひ
とり
赤
圓さ
れ

の

仇菜
る
.
こ
れ
では
興
臥本
位
に
覗者の
御
帯

も

嫌
を
と
り
紬
斜週刊
誌
の類
と、
つな
が
っ̀て

し
ま
う
で
は
な
い
か
。

出
版
賢
情
が
窮
屈た
ノた
時
は
、
く
だ
ら
ぬ

も
の
は
閉
め
出
さ
れ
て
いた
よ
う
に
思
っ。
事

情
が
好
転
し
た
こ
と
そ
れ
自体
は
、
嬉
し
い
こ

と
なの
だ
が
、
外
的
制
約
か
り
の
解放
は、
内

的
規
後
を
伴
わ
な
い
時
は
、
弛
緩
才覇
落
の危

険
を
含
む
道
理
て
、
出
版
も
また
ての危
険
に

さ
bさ
れ
」い
る
の
で
あ
る
。
肖
椥化
は
テレ

ビ
でト
分
だ
。
せ
め
て
書
店
の
奮
架
く
り
い

は
、
鵡み
∋
」
り"
る
網
耗
品
♂か
い
の
も
の

や、
、鵡省
に
ご
U
冗
軽
出
版
物
で
は
な
い
、本

格
飼な
図
書
し
ム
,礼
、
満
た
ごれ
て
いた
い

も
のκ
。

(軟
養
部
助
敵
授
・文
'̀)

一 議
五
、
全
学
闘
争
委
三
、
再建
会
議

一の
邑
分
け
と
な
り
、
統
一会
議
の

進
出
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
かし
、

教
養
部
正
副
餐
員
長
で
は
統
一派
が

固
定
し
た
得
票
で
正
副
両
委
員
畏
を

独
占
し
た
も
の
の
、
前
回
の
選
挙結

粟
に
比
へて
伸
ひ
悩
み
、
そ
の分
だ

け
全
学
闘
争
委
が
一定
程
度
の伸
長

を
示
し
て
い
る
こ
と
が
庄
目
さ
れ
る

A「回
の
選
挙
で
は
、
投
票
期
間
の
再
三

の延
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
率
五

〇%
ごり
き
り
と
い
う
有
様
で
、
同
学

会
代
議
員
で
は
、
前
回
当
落
フイ
ン
だ

っ
た四
〇
〇
票
が
今
回
は
上
位
で
通
る

と
い
つ結
果
に
なり
、
七
Q
周
年
記
試

事巣
間
題
、
学
館

学
費
値
上
げ
問
題

等
、々
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
存
在
し
て

へ

お
り、
強力
な
学
生
自
治
会
還
動
が
要

請

れ
て
いる
現
音
、
個

の々
学
且
の

コ
俸
的
な陣
は余
活
勤
への
参
加
か
盟

ま
れ
て
い
る
,

工
数
て
団
交
問
題進
肢
せ
ず

去
る

一口
、
雫
浴
に
あ
る
1教
目
膚

会
は
、
小
田
所
長
と
工
教問
題
に対
す

る
団
交
が
持
た
れ
た
。

.雛
縫
難

謬

∬
に
馨
羨
の
今
募
動
向

な
ど
に
つ
い
て
話
レ
あ
わ
れ
た
カ、

工
敦
且
が
強
く
望
んで
い
る
石
掌
生

の
無
条
件
に
字
部
編
入
に
つ
い
て
、

所
長
か
、
例
え
は
東
北
大
L
教
勺
の

£
～部
編
く
力
認
め
b
れ
た
と
い
2

事
笑
に
喫
し
こ
↑
く
知
52
9、
何
り

圓
し
ご
いる
就

ぼ

↑年
屡
繹
募

1辱髄 髄"1,尉1"q㌧曾忌mll巳 認 ●
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レ嬰員 長ぐ
西 村 清 【IA4】 統 一 派
赤松 英 一【皿L3】 全学闘争委
今井 払 通【HJ3】 新一会議
丹羽 修 身 【IA5】 再建会議
マスイ征四郎【皿丁湖 菓 新 派
レ副委員長ぐ
小 川 智 【IP】 統 一 派
柏谷 健二 【三S】 全学闘争
佐藤 和義 【1L轟】統一会議
坂 下 修 【1E3】 再建会議
高 橋 メグム【lE二】華 励 派
.レ 全学区代議員4
〈統一派〉
佐伯 怒f:
西村 漕
森 敏成
豊 ド 楢ら

479票 山 本1[憲

4フ8加 藤 党 人

41」 浜 月11肖

396/J、 ∫lI智

1137泉

508

299
1δ0

93

1108票

4TO
3319

113

δ0

447

426

40u

394

井上
大野
古田
両角
村上
名出
青木
伊藤
上野

哲郎390笹 隈 哲夫
研叩3了7近 藤 貴明
真3b3ノ 」、月i純夫
劣郎30i永 田 康犬
昌弘047的 井 保夫
康ノく339良 鍋 俊二
主介029三 橋良士明
車夫 δ20丸 橋 晃
輝将286
〈統一会議〉
今井 ∫弘直375票 佐藤 和嚢麟
馬場 修一270仁 井栄良薫
近藤 博彦230
〈全学闘争委〉
赤松 ≡寒一464票 藤陽ミ和:}一
柏谷 健二20Q
〈再建会滅〉
丹羽 修身248票 合 。i

鴨 髄

 

へ
後の
展
望
に
つ
い
て
は
進
展
セ
図

り
へな
か
「た
。

r教
目
治会
で
は
、
こ
の
団
交
学契
機

に、
二弓
四
日
、
再
度
の
団
交
燈舟
り

こ
と
を
確
祠し
て
団
父
戸護
几
リル
」

な
,た
。

教餐部自趙
些ミ

献難

選
出
行
な
う

後
期
改
選介
促初
の
教
養
部
目
石
喬
員

会
委
蝋
長
に選
出
てれ
た
兇
一
.fの
曲

会
は
、
ト
四
]ロー1
後
四
時
過
ごか
り教

材
庸
君
(I
A
4)
か
り募
調
報
乞
ψ

養
鋤四
十
番
教
室
で
各
ク
ツス
の
新
U

行
な
わ
れ
、議
長愚
出
の
佼、
教
獲
部

髄
縫
黙
諺
解
誌
惣難
離
お靴藻
蜷

だ
。こ
の
結
果
、
教獲
部
常
任
公員
ば統

一派
十
五
、
教養
闘
争
委四
の
。ト

九
人
、
教
整
部
選
出
同学
会
代
議
員

は
統
一派
三
三、
教
養
闘
箏
委卜

一、
再
建
会
議
三、
統
一会
議
三
の

誘
五
十
人
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の

選
出
の
際
、
議
畏
力各
派
代表
に
て

れ
これ
ー
鰻
さ
せ
な
か
♪た
の
、
報

告
時
間
を
無
原
則
的
に
眼
旭1
た
り

し
た
た
め
、
多
少
の
縄
乱
か見
り
れ

た
カ
、
こ
の
需
紐
委
員
、
同
多弓代

議
賃
選
出
が
付
価わ
れた
た
け
ご、

闘
垂
力
針
案
ごの他
の貝
体
的
な
4

議
は
ちさ
れ
9、有
俊
し
財過
ご
解

散
し
た
。

準繍鴇福♂。クペ。、協一 、㍉挙。㍉撃κ繍 一 ～ 潜撚 ～ ～

■

一叡
整
曇鄙
臼
曇

川
を展
開し
た
▽
四
十
一銭度
当
初
予
算
配
附
百
人
が
府
警
ま
でデ
モを
展
開
し
た
。

「全
学
連
」
加
爵

圏

㎜
盆
瓜ま
り
、
総
額
は
五
七
億
三
千
二
百
万

■

ラ
ス
ク
来
訪

瓢

鰻

辮
蘂

羅

辮
鰹
細
七月
錘
灘

え
て
三
百
三十
人
、
工
学
部
石
油
化
学
科
が

参
加
し
新
大
阪
ホ
プル
ま
で
ヂ
モ
を
し
た
▽

あ
菟

常
任
委員
十
九
人
と
同
学
教
養
部
区

二
十
五
人
増
λて
五
十
五
人
と
これ
そ
れ
定

十
七
日
第
二回
教
擾
部
自
治
委
員
会
が
開
か

代
歳
員
五
十
人
を
選ら
ん
だ
▽
四
日
同
学
会

員
が
変
,た
▽
二十
日
文
学
部
の
島
芳
夫
教

れ
、
常
任
委
員
会
提
案
を
可
決
し
た
。
▽
入

代
議
員
会
で
中
執
が
委
員
畏
湯
山
哲
守
君

授
(倫
翠
)
嵩
田
三
郎
教
授
(窪

中

試
制
度
委
§

の
第
面
会
合
が
開
か
れ
、.

(
・皿s
)
副
貫
長
三糞

士
明
(三J
)

世
哲
字
史
〉
の
退窟
詞
義
が
打な
わ
れ
た
。

委
員
畏
を
選
出
レ
た
▽
十
八
日
京
都
府
学
連

書
記
長
芦
田
公
君
(三E
)
ル
決
ま
った
▽

▽
二
十
一日
教養
部
臼
治
委
員
会
で
民
肯
系

第
三波
と
し
て
河
原
町
デ
モ
な
ど
を
約
六
白

四
日
日
米
貿
易
経済
合
同
委
に
出
席
す
る
ラ

「全
学
運
」
加盟
決
議
が
賛
成
多
数
で
可
決

人
の
学
生
が
展
開
し
た
▽
二
十
日
、
二
十
一
㎜
ス
ク
米
国
務
長宮
の入
洛
阻
止
を
め
ざ
し
て

さ
れ
京
太
⇒
生運
勤
のゴ
導
樵
は
ほ
ぽ民
青

日
六
月
十
八
日
の
創
立
記
念
日
の
祝
賀
行
事

京
都
府
学
連
は
同志
社
大
・立
命
大
で
集
会

に
拶
行
だ
▽
国
・私
鉄
運
質
傾
上
げ
反
対

が
行
な
わ
れ
映
画
.講
演
.膏
楽
演
奏
会
な

を
も
っ
た
の
ち
、
三
条
へ向
う
途
中
府
警
微

闘
争
と
し
て
京
都
府学
連
は
大
阪
府
学
連
と

ど
が
催
さ
れ
た
▽
薬
学
部
の
本
館
と
記
念
館

動
隊
と
激
し
く
衝
突
し、
逮
捕
者
を
数
各
・

共
に
入阪
駅
コ
ン
コ
ー
ス
で反
対
を
一股
乗

が
再建
さ
れ
た
▽
一十
五
日
川
端
警
景
署
員

負
傷
看
を
か
な
り
出
レ
た。
五
日
に
は
地
評

客
に
訴
,柔

構
内
で
ウズ
巻
さデ
七を
展
開

が制
服
のま
ま
幽
部
生
協
食
堂
に
立
ち
入

・
社
・
共
の
共
闘本
部
、
反
戦
青
年
委
、
府

麟

㌍講
議

縦
難
融講
隷
,購
灘
麟誰
隙
聴

二
日
奥
田
学
畏
は
本紙
と
の会
見
で
京大
の

長
.生
協
理
夢
長
。同
学
会
副
委
員
畏
が
川

翌
六
日
全
関西
総
決
起集
会
が
立
命
大
で
大

入
試
制
度ヒ
つ
い
て
再
検
己
をす
る
恵占
が

端
署
に抗
議
文
を
渡
し
た
。
し
か
し
二
十
七

阪
府
昇
連
、
兵
庫
県
学
連
や
京都
府
学
連
な

あ
る
と
述
へ
、
学
長
の諮
問機
関
と
し
て入

日
に
は
再
び川
端
得
貝が
外
人
寄
宿
禽
建
設

と
約
千
三
白
人
の
参
加
の
下
に開
か
れ
た
▽

試
制
塁
貫
会
を
設け
る
意
向を
小
レ
た▽

現
場
に
立ち
入
り
調
査
を
行
な
った
が
、
崇
㎜
六
日
七
↓
周
茸
記
念
事
業
後
援
会は
関
西
地

八
日
教
養
学
部
学
生
控
室
(総
-費
h
百
ハ

生
わ玩
議
し
た
た
め
に
引
き
上
げ
た
。
一一十
鄭
区
発
起
人
会
を
開
き
、
会
長
に
堀
田庄
三住

十
万
円
、
定
員
三
百
人
)
が
A
弓
館地
下
に

八
日
学
生部
長
は
告
小を
発
衰
し
、
ま
た
学

友
銀
わ
頭
取
を
越
ん
た
▽
八
日政
府は
建
国

完
成
し
た
▽
掌
生
部
委
員
会
は
三
月
の
決算

長
.盛券生部
長
は
以都
府
警
本
部
へ出
向
き

審
議
会
委
員
に
奥
田
榮
掌
長
な
十̀
人
を
内

期
を
ひ
か
え
て
今
期
中
に
漿
の
寄
宿
料
を徴

「今
後
再
びこ
のよ
つな
事
態
が
起
ら
な
い

定
▽
二
十
一日
凶
尾
雅
七
学
生
部長
の後
任

収
す
る
態
度
を
決
め
熊
野
寮
生
の
不
払
い闘

よ
う
に
」と
申
し
入
れ
た
。
三
十
日
に
は
官

に
n
司
五
教
授
か
内
定
し
た

錺
羅
欝

欝
糟
建

馨
翻
齢鎌

糎
霧

゜
八月
削畿藷
齢歓
難

た
。

連
な
と
の
L憧
で全
関
西
学
生
決
起
集
会
が

が
和
歌
山
人
で
開
か
れ
京
大
は
柔道

陸
上

三囲
脚翫
ボ顎
慧

莚
墜
棟飲
轄
灘
諺

膨綴
職
鱗
誌
綿
靴鑓
犠

た
。
合
格
先
表
は
各
学
部
こ
と
に
+
七
日
か

開
か
れ
四卜
一

ハ
ン
ド
ホ
ー
ル

ら
行
な
わ
れ
入
試
の
ぜ
喜
劇
か
例
年
の様
に

年
度
量
杢
力針

み
ら
れ
た
　
ら
　
ナ
　
　
に
　
な
ゐ
へ
ば
を

が
ぼ
　
さ
れた

醗
鰻
肱藩
環
縄
鵬

麟
灘

一続

つ

懸
灘
灘
麟

腱

縮

講鱗
難獅

糠

諜

学
生
会
館
へ出
動
し
、
学
従
援
護
盆
が
地
裁

員
会
ζ
基
調
報

に
仮
処
分
を認
めら
れ
た
こと
に
基
つき
、

告
のあ
と
常
任

退
館
の
仮
処
分
を
した
▽
七
暴
生
笙
部
.
委
藁
雷
決

良
団
交
が
行
な
貌
た
▽
+
百
四
±
年

し
た
▽
九
塁

0

峯

式
が
新
奎

千
四
昊

(急

関
窪

決
起

7

知
罫

藷

鼠繧

麹

ダ
然

雑
櫛
綱
、㍊

剛

人
)
の
新
入
生
を
迎
乳
打な
わ
れ
た
▽十
一

日
工
事
が
遅
れ
て
い
た
熊
野
新
寮
一期
工事

。

が
終
った
▽
十
三
日
奥
田
学
長
は
本紙
と
の

ム寛
で
、
七
↑
年
記
ま
夢
業
後
援
会
発
起
人
憎

隙

会
は
五
月
未
に
す
る
各
ウ
部
で
倹
評
し
て
い
㎜

る
「大
掌
蟹
理
逗
呂
案
」
は
憎ハ月
国
大
協
総

州㎜

会
で決
足
し
大
学
全
体
の
ア4.ス
ト
と
した

い
と
述
へた
▽
二
十
二
日
同
学
会
は
民
青

欄

系
「全
学
連
」
第
一波
に
呼
応
し
て
法
経
七

備

番
教
室
で約
百
五
十
人
を
集
め
て
京
大
集
会

を
開
いた
▽
宇
沽
構
内
に
建
設
中
の
工
学

榔

研
究所
が
完
成
▽
京
大
は
京
都
織
物
の
本
社

鼎

二
場
用地
を
買
収
し
た
▽
二
十
一ハ日
交
通
統

一ス
ト支
援
のた
め
府
学
迎
は
向
日
町
運
転

場
で
坐
り込
み
を
強
有し
た
▽
二
十
七
日
学

対
協
は
厚
生施
設整
備
委
貝
会
と
会
同
協
議

会
を
開
いた
▽
二十
八
日
京
都
府
掌
連
貌

一行
動
第
一波
は全
国
統
[行
勤
に
呼
沁
し

て
立
命
館
大
で
府学
連
集
会
を
開
い
た
あ

学
千
人
の学
生
を
集
め
て
開
か
れ
、
雨
中
フ

縣
フン
ス
ア
モ
、ジ
グ
ザ
グ
デ
モを
強
打レ
た

が
、
四
人
が
逮
捕さ
れ
た
▽
九
日
京
大
教
官

研
究
集
会
て
五
・
二
五嘉
件
に
つい
て
「警

宮
が
慣
行
を
無
視
し
て立
ち
入
った
そ
の
も

㎜
の
に
問
題
が
ある
、学
生
部
畏
の
処
置
を
支

持
す
る
」
と
の
輝
明
を発
表
し
た
▽
十
]日

川
端
器
は
教養
部
二回
控
藤
枝
融
君
を
五
・

二
五
事
件
で
燐
捕
した
。
十
三日
掌
友
逮
捕

に
反
対
す
る
全
蝋
犬緊
急
抗
議
集
会
が
開
か

れ
た
め
ち
団
交
ご
学長
』抗
議
の意
志
を
表

明
レ
た
。
十
四
目
に
は掌
長
が
府
警
本
部
長

に
「学
生
逮
捕
は
遺
憾
ご
あ
る
」と
申し
入
れ

た
。
十
六
日
地
検
は
藤
枝君
を
釈
放
▽
十
二

日
中
日
本
レ
カ
ノ
タ
e
皐
入ク
ル
ー
は
一般

男
チ
ソ
エ
ル
エ
イ
ト
で初
優勝
▽十
七
日
か

ら全
掌
区
代
議
員
選
挙
・
教
養
部
正
副委
員

長
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
敦
養
部委
員
長
に

㎜
岡
本
浩
君
(皿
」
)
副
委
員
長
に
西村
清
君

翁
批酒難
継
鐸
璽
雛
馴翫
"霧
醜
諜
難
猶

の
一環
と
∪
て
、約
百
人
が
円
山
野
外
琶

に
開
か
れ
た
▽
二十
一日
教
養
鄙
・文
学
部

楽
堂
こ
集
会
をも
った
。

教
育
〆鄙
が
警
9
の
掌
内
侵
入
反
対

学

■
一
バ
ー゚
♂ア
イ
来
学

友
不
当
逮
捕
反君
ね
〆ぶ
メ
算
ー
ガ
ン
と
し

阻
止
■
争
。
西
部

て
ス
ト
に
くた
。
図
書
館
削
で
は
五
壱
共
闘

構
内
に
警
官
侵
入

■

し
ご
令
爪
人奨
Aが
も
た
れ
た
が
、
抗
戯
集

▽
↓
日M

ハン
デ
,
(ノ

会
の
あ
る
は
ず
の
¢
命
大
こ
の
民
青
系
「府

五
月

穿
ード
財
団運
事
長
)
の米

学
遷
一か
呂願
慢
く問
題
に
全
く
か璋
♂
に

拶
に
反対
し
て
同
鉾
ハAな
と
～舛
側
と
の

ひ
さ
回
し
た
た
め
、
淵
乱
が
あ
った
▽

十

w」生
部
長
団交
炉
打な
わ
2/た
か
大
罫側

一日
大
～協
議
盆
15㌣
長
選
考
甚
㌍
特
別
委

は
あ
い
ま
い
な
回答
し
か
し
な
カ
,
た
。

員
会
の
答
甲
一匹

」、
学
畏
盤
挙
荏
を
糺

一力
十
二
日
に
は
ハン
ァ
4
氏
か
菓
南
ア

来
の
教
恨
の
み
に
与
ん
0力
法
力
り
専
任
講

研
の
教
投
b
と
会
、琳す
Φ
国
際
お
・ル
ま

帥
に
・詠こ
払
人
煽
りこ
レ
耀状
竃
▽
一十
四

で
泉
大
生
り
約
一百
血ト
人
か
凱
議
テ
⊆

臼
斌都
肘
・'塵
鯛
一打
動
が
打
な
わ
れ
約
七

こ

しを
沃
め
、
事
業
の
人部
分
は
これ
で決

定
▽
ー
旬
に
大
学
院
合
格
者
発
表
▽
十
ハ日

第

一教
養
部
自
冶
委
員
会
は
二
十
日民
青
系

「全
学
連
」
統
一行
動
参
加
を
決議
し
た
▽

+
七
日
五
・二
五
事
件
で
地
検
は藤
枝融
君

を
公
務
執
行
妨
害
罪
ご
起
訴
▽
十
九
日
か
り

二週
聞
前
期
試
験
灯な
わ
れ
る
▽
生
協
北
部

食
堂
が
全
面
的
に
新
築
さ
る
▽
二
十
日
総
評

統
一行
動
の
一環
と
し
て
「全
承
都
一力
人

集
会
」が
円
山
び
開
かれ
、
同
学
会
教
獲
部

自
治
会
な
と
が
参
加
し
デ
モ
行
進
を
し
た
▽

二十
一日
府
学
連
統
一行
動
と
し
て
約
二酷

人
が
同
&
祖
大
に
集
ま
の
、
円
山
ま
で
デ
モ

行
進
を
し
た
▽
京
大
ア
フ
リ
カ
学
術
調
査
隊

(伊
谷純
一郎
隊
長
)
は
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
で

野
牛ヂ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
飼
づ
け
に
成
功
▽
三

十
日、
十
月
一日
第
二十
三
回
府
学
運
定
期

大会
は立
命
大
、
同
志
社
大
で
開
か
れ
、
十

}
目
全≠
遼
再
建
を
中
心
課
題
に
球
論
を
打

な
い
再
建
を
確
認採
択
し
た
。
各
代
表
の
挨

拶
の
の
い,窩
漣
委員
長
が
基
調
報
告
をし
、

.、ル
画
甲核
脈
、フ
ロン
ト
派
な
こか
賛
舎

向
論
を
展
開
し
た
。
翌
一日
には
、
執
打部

提
案
㌍」鮫
成
多
数
で
採択
した
一力
、
中
執

選
犠
を
打
な
い
新
執
何
都
を決
足し
た
。
委

員
長
松
本
払
君
(同
気
砒
)副
委
員
長
川
野

雅
巳
菖
("
命
)
渡
ー
義
明君
r京」へ
又)

研記
艮
藤
奉
敏
人
君
(同
志
社
)
。

日

七
十
周
年
記
念
事
業

計
画
を
発
表
・
反
戦

ス
ト
行
な
お
れ
る
・

全
学
達
再
建
準
備
大

会
絡
る

■
,

'
▽
二
目京
大
西
村
敏
雄
教
授

+
月

は
醤
箋

人
撃

会
に
招

待
さ
れ
団
韓
既
学交
流
をす
す
め
た
▽
七
日

暴大
当
局
は
「京大
七
十周
年
記
該
騒業
」

ト
と
「後
援
会
評
議員
名
簿
」を
文
書
佃も
っ

て
五
式
に
発
表
し
た
▽七
日、
八
日
「全
塾

連
肉
建
準
備
委
域
会
」は
明
治
大
ご
準
煽
大

会
を
開
き
、
・↑国
二
↑
ハ大
子
・
促↑
ハ自

治
会
代
表
が
集
ま
.
た、
そし
ご
濃
備
蚕員

長
に
葺
藤
兄彦
名
(明
指大
)
副
餐員
畏
に

蒲
池
帽
漏君
(同
志
福
)高
橋
オ
コ岩
(早

大
)
な
と
を
選
出
し
た
▽
筒
医連
が楽
友
会

館
に
集
ま
り
博
寸
73ホ
イ
コ
ソ
ト
蟹決
議
▽

十
三日
教
養
部
冶
自
治
委
員会
は
[1
一日

ベト
づ
ム
反
戦
セ
不
ス
ト
に
向け
て
授
業
放

棄
て
た
つこ
と
を
決
議
▽
十
四
日社
共
、
総

る
評
統
一
打動
に
呼
応
し
て
府
学
連
は約
ヒ
白

人
が
同
志
社
大
で
集
会
を
も
♪
た
。
課
た民

青
系
「府
学
連
」
も
立
命
大
で
集
会
を
も
2

た
のち
、
円
山
の
社
共
統
一行
動
に
珍
加
し

-
た
。▽
十
四
日
学
長
は
院
生
協
と
の
話
し
合

剛

一 細㌔脇 一 紐

い
の中
で授
業
料
値
上
げ
の
意
兇
を
述
へた

▽
十五
日
駅都
紀
兀節
問
題
懇
談
会
の
席
上

-
で
承大
の井
上
清
教
授
ら
は
こ
・十
一復
活

に
反対
の声
明
を
出
し
た
▽
十
八
旦
反
戦
冑

年
委
統
一行
動
で
約
七
白
人
の
労
働
者

学

生
が市
役所
前
で
ヘト
ナ
ム
反
戦
集
会
を
開

き
デ
モを
し
て
ヘト
ナ
ム
反
戦
を
弥
え
た
▽

二十
一日総
評統
一行
動
に
呼
応
し
て
全
国

で反
戦
運動
が
わ
な
わ
れ
た
。
凪大
で
は
「
簡

+

一=
総
評
反
戦
ス
ト
支
援
全
圏
≠
生
・

府
掌連
統
[行動
京
・入
集
会
」
が
開
か
れ

た
。
こ
の
日デ
モ行
進
を
し
た
あ
と
市
役
所
灘
駆
厳
鵬
礎
誌
謙
騨
繍
舘
獄慧

鞭
灘灘
撚

の
下
に
設
ける

二
+九
日
か
ら
三
日
聞
に
わ
た
っ
て
全
国
り

無
給
医局
員
のス
ト
ラ
イ
干
が
展
開
さ
れ
、

駅大
では
医
学
連
・爵
医
連
統
一御
動
が

な
さ
れた
▽
三十
日
国
大
協
は
学
生
間
題
特

別委
員
会
(委
員
長
・奥
田
東
京
大
学
畏
)

が
ま
と
めた
所
見
を
修
正
承
認
し
た
。

コ

　
　
オ
ホ
て
お

ロ難
人
お
内
の
一須
も
決
し
ご
平
隠
昼も
の
で
け

h

幅欝

輔
鞭
鵬

れ
な
刀

た
。
状
尻
の
鋳
綜
ー
た
門
頴

し
何

整

の

窃

か

ノ・、
掬

、
反
省
し
、
菊
た
な

格

況
乱

'
元
瞥

る

蒙

あ

窪

ハ
〉
.

鼠 攣馳

朋
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究

政

治

と
新

聞

三
大
シ
ン
ボ
ジ
ゥ
ム
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べ
平
連
に
つ
い
て
私
は、
自
分
の参

加
の
問
題
と
し
て
は
、
昨
年
六月
、ーと

の
や
め
る
こ
と
に
した
。
べ
平
運
の持

って
い
る
欠
点
に
つ
いて
も
指
摘
し

た
。
(「デ
モ
の
卒
伍
か
ら
の細
告
」

新
日
ム
文
学
一九
六
五
・八
月
号
)

最
大
隈
、
一九
六
五
年六
月
の政
治

的
状
況
に
、
自
ら
の
発意
で
拘
束
さ
れ

つ
っ
、
ま
た
私
が
厨す
る
新
田
本
文
学

会
の
胴
甲
斐
な
さ
も負
い
つつ
で
は
あ

うた
が
、
私
と
し
て
は引
導
を
渡
し
た

つ
も
晃

。

以
後
、
左
麗
界
隈
の風
俗物
の
お
茶

の
間
寄
膳
く
ら
い
に
眺め
て
いた
。
「

な
に
も
な
い
よ
り
諾
の種
でも
あ
った

方
が
い
い
」
と
い
うだ
け
の関
心
し
か

待
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、今
夏
の目

米
市
民
会
議
に
出
席
した
中
野
童
治

が
、
そ
の
会
議
で
「個
人
に
っ
いて
考

え
る
」
と
い
う
先
祖
帰
り
を
した
と
い

つ話
な
の
で
べ
平
巡
の
効
用
に
つ
いて

認
識
を
あ
ら
た
め
る
必
要
を
感じ
た
。

っ
ま
り
、
日
本
の
弁
翼
知
名
イ
ン
テリ

の
生
態
を
み
と
ど
け
る
た
め
に、
う
つ

少
レ
沖冨
し
な
い
と
い
け
な
いと
考
え

た
.そ

れ
ま
で
も
結
構
お
も
し
ろか
っ

た
.
パ
・九
反
戦
航
一行動
の
準備
を

す
る
た
め
の
会
合
で
、
バ、平
癌と
し
て

は
疹
加
で
き
な
い
と
い
う
代表
に、
私

が
反
論
し
て
会
が
終
9
た
・快
追
い駆

け
て
き
た
ぺ
平
連
の
代表
の
一人
は
、

「鵜
が
反
蘭
し
た
あ
の
男
は、
丸
山
脚

男
の
一の
弟
チ
」
と
嘘
を
つ
いて
、
私

を
恐
れ
い
ら
せ
よ
う
と
レ
た
。
「そ
れ

が
ど
う
し
た
」
と
私
が言
う
男
だ
と
も

知
ら
ず
に
、
事
犬
ヒ
讃で
黙
ら
せ
よ
う

と
ずる
わ
け
だ
.
つ
い
で戦
法
を
変
え

て
人
情
論
で
き
た
。
「アメ
リ
カ
の
大

字
へ呼
ば
れ
て
い
る
のだ
。
あ
ま
り
ベ

ト
ナ
ム
戦
勢
反
対
をず
る
と
行
け
な
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。気
の毒
だ
」
行

か
な
け
り
ゃ
い
い
じ
ゃ
な
いで
す
か
、

と
私
が
暫
い
旗
っ
こ
と
も知
ら
ず
に
…

・…
つ
ま
り
徹
頭
徹
尾
人
を
な
めき
っ

て
い
た
。
コー
ヒ
ー
談
義
で、
イ
ンテ

リ
ど
も
の
間
を
か
い
く
ぐ
る
こ
とを
オ

ル
グ
と
思
う
で
な
い
と
私
は
釘
を
刺し

た
。
モノ
カ
キ
ど
も
の
フ
'ン
を市
民

だ
と
錯
覚
す
る
な

尊
敬
さ
せた
いん

だ
りた
ら
、
ち
ゃん
と
す
る
んだ
な
、

左
様
、
心
得
て
お
き
な
と
い
う
わ
け

だ
。開
病
健
先
生
が
「ニ
ュ
ー
コ
ーク
・

タ
イ
ム
ス
広
告
募
金
」
の
ア
ソ
ピ
ール

を
ず
る
の
も
何
度
も
聞
い
た
。
必ら
ず

叢
後
に
「も
し
皆
さ
ん
が
協
力
して
く

れ
な
いな
ら
、
僕
と
小
田
君
が身
銚
を

切
り
ま
す
」
と
つ
け
く
わ
え
た
.大
阪

の兵
隊
は
弱
い
な
、
ま
た
も
負
けた
か

夫郁田石

八
連
隊
、
と
痢
ま
し
く
聞
レ
て
い
た

が
、
し
ま
い
に
は
「い
つ
か
ら
身
錨を

切
る
、
切
る
と
言
い
続
け
て
い
る
の

だ
、
ス
ソパ
リ
切
っ
て
み
せ
てく
ん

な
」
と
い
って
や
りた
く
な
るほ
ど
瓦

った
。

今
度
の
「サ
ル
ト
ル
を
か
こむ
」
一

件
で
も
、
代
々
木
の
タ
ガ
が
外れ
たと

た
ん
、
ズ
プ
"ヘブ
の
市
民
t
観者
にな

り
、
今
ま
で
機
関
官
僚
で
大
衆
と接
触

す
る
ヒ
マ
も
な
か
っ
た
奴
が
、
べ平
逼

で
始
め
て
ソ
モ
ジ
モ
と
ま
じ
わ
り、
や

れ
創
意
が
あ
る
の
、
工
不
ル
ギ
ー
があ

る
のと
而
抜
〃
ラ
ブ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

み
た
い
に
有
旧
点
に
な
っ
て
と
ぴ
ま
わ

う
てい
た
が
、
サ
ル
ト
ル
来
日
を
期

に
、
サ
ル
ト
ル
の
威
を
借
る
狐
風
に尊

大
と
な
り
、
サ
ル
ト
ル
を
先
蚊
に
デ
モ

を
す
る
か
ら
兵
隊
を
よ
こ
せ
な
ど
と威

丈
届
に
な
って
い
る
の
を
お
も
し
ろ
く

見
せ
ても
ら
って
い
た
の
で
そ
の
討
論

集
会
の
紀
録
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

筑
憂
の
論
抗
の
ボ
タ
山
に
、
爪
揚
予

の
材
料
に
す
る
と
い
う
ア
カ
シ
ヤ
の
一

種
が
檀
林
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
木
陰
に

寝
そ
べ
って
読
む
こ
と
に
した
。
ボ
タ

山
は
っ
い
に
、
ど
こ
か
の
飽
食
した
奴

が
歯
の
簡
を
せ
せ
く
る
具
を
育
て
る
よ

う
に
な
っ
た
か
と薦
噛
舟曙
し
竃
がら

「ベ
トナ
ム
戦争
と
反
戦
の
陳
理
、

」
・P
・サ
ルト
ル
と
と
も
に
」(「世

界
」
十
二月
号
)
「サ
ル
ト
ル
と
と
も

に
、
と
い
う
のが
こた
え
ら
れ
ん
」
な

ど
とひ
とり
こち
な
が
ら
読
み
始
め
た

鶴兇
慨
輔
先
生
は
、
「直
線
的
行
動

を
する
個
ぺ

市
民
と
い
う
も
の
を
、

わ
れ
われ
は
日
本
の
中
で
み
っ
け
な
け

れ
ば
いけ
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
大
い

に勇
ま
し
く

「べ
Ψ
遮
と
し
て
は
な

る
へく
大
挙
し
て
沖
縄
に
入
.て
行
き

そ
こ
で
安
保
!イ
ー
チ
イ
ン
と
い
う

も
の
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
.

鶴
見
先
生
は
「ベ
ト
ナ
ム
に
平
,仙冷こ

一点
張
り
で

私
が
「労
考
ま
で
に
悶

く
の
だ
が
、
た
し
か
〃声
な
き
肉
の

会
"
は
女
保
に
反
対す
る組
織
だ
っ
た

は
ず
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
翁
は貸
力
が
た

が
、か
って
反
対
し
、そ
う
宣
伝
し
た
、

安
保
条
約
の危
険
の、
ま
さ
に
具
体

化
と
し
て
あら
わ
れ
てい
る
、
安
保
は

つ
い
て
どう
考
える
のだ
」
と
質
問
し

た
ら
、
一人
の、
お
っち
ょこ
ち
ょ
い

は
、
「実
は今
、
学
生
のな
か
で
は
、

戦
後
派
に戦
甲派
が
軽
蔑
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
笈中
派
は
安
後
派
に
軽
蔑
さ
れ

て
いま
す
。
女
保
を
も
ち
出
し
て
も
、

ア
ノ
ビ
ー
ルし
ま
せ
ん
」
と
口
を
は
さ

され
ろ
こと
78好
ま
ない
。
大
体
、
乳

案
首
が
出
て
い
な
い
会
合
で
、
そ
れ
に

つ
いて
論
じ
て
も
無
駄
で
あ
る
。
こ
の

組
繊
の
勇
民
工
削
限
界
ん
悟
っ
た
だ
け

で
沢
山
だ
と
い
う
わ
け
で
、
そ
れ
以

ナ
、
論
し
な
い
で
切
り
ヒ
げた
。

確
ら
は
、
当
時
、刃
ルト
ル
を
ま
た

ず
と
も
、
ま
さ
に
「平和
一般
」
を
い

う
、
れ
っ
き
と
し
た
ニ
セ
のイ
ン
テ
リ

だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
いま
や、
「直
線

的
行
助
者
をみ
っ
け
出す
」
ま
で
に
ラ

さ
す
.けに
U
隊
の
噴
由に
よ
く
通
じ
て

い
る
駅見
でた
い
へん
お
も
し
ろ
い
と

思
う
の
です
が
、わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、

も
は
や
そ
う
いう
内
乱
班
を
用
意
し
て

かな
り
の危
険
に
対
し
て
自
分
を
少
し

でも
守
って
い
こ
う
と
い
う
方
向
に
進

み
だ
レ
た
い
と
思
う
の
で
す
」
(ゴ
チ

ッ〃
は
箪
者
の
た
い
へ
ん
お
も
し
ろ
い

と
慰
つ
と
}茗
)

私
は
こ
ζ
ま
で
ザ
人
で
♪
っ
い
起
き

上
った
。
元
日
共
中
咳
臼
衛
隊
の
雑
共

だ
った
私
も
、
い
さ
さ
か
お
役
に
立
て

る
よ
う
な
血
わ
き
閃
お
ど
る
状
況
が
、

出
来
レ
兀か
。
そ
し
て
ま
だ
座
り
こ
ん

だ
。
石
か
ら
だ
へ
こ
の
一年
間
L
大き

聴
衆
よ
!
演
壇
の
公
卿
侍
、
黒
幕

響

棒
曹

,

助

っ
人
ど
も
を

一
掃
せ
よ

た
だ
愛
動
的
に
一九
七
〇
年
を
待
っ
て

い
て

安
保
の
切
れ
目
が
き
た
と
き
に

は

安
保
が
崩
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
よ

う
に考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

わ
れ
わ
れ
が
ベト
ナ
ム
戦
争
と
分
ち
難

く
結
ぴ
つけ
ら
れ
杢
悪で
な
い
の
に
協

力
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
安
保
条
約
の

ゆ
えな
ので
す
か
ら
、
こ
れ
を
積
極
的

に打
破
す
る
方
向
に
彪
み
出
た
い
;
…

」
嘉

っし
ゃる
。

去
年
の四
月
、
忘
れ
も
し
な
い
が
、

臼
O

「
.

3
0.一.一
ロ撃

噛

..

=

8

筑
豊

へ
向
つ
て

最
後
つ
ぺ
を

放

つ
算
段
で
も
し
た
ら
ど
う
だ

ん
で
、
私
を教
え
さ
とそ
う
とし
た
。

「女
保
を
知ら
な
い馬
庸
には
、
叩
き

ζ
ん
で
教
えな
けれ
ば
な
ら
な
い
、
鶴

見
さん
ど
う
です
か」
と
意
ね
て
園
く

と
、「安
保
賛
成
省ま
で含
め
る
〃
ベト

ナ
ム
に
平
和
を
"
考え
てい
る
ので
、

安
保
養
約
に
つ
い
て
は
ふれ
な
い
」
と

い
う
組
織
力
針
を
鶴見
先
生
は
提
起
さ

れ
た
.
『具
体
的
に
は
林
健太
郎
、
そ

し
て
こ
の
方
針
は
、久
野
収
先
生
の深

謀
遡
忠
に
も
と
つ
く
も
の
であ
る
」
と

の
た
も
う
た
.
そ
う
し
た
ら、
な
み
い

る
市
民
オ
バ
サ
ン
た
ち
が
、深
々
と
う

な
つ
い
た
.
私
は
会
合
に
一度
た
り
と

出
て
い
な
い
人
問
の
深
謀
遠
蹴
で組
織

ジ
カ
ル
に
な
ら
れ
た
。
け
っ
こ
.つ
な
こ

と
だ
。
七
し
て
、
そ
れ
と
こ
ろ
か、
さ

ら
に
び
っく
り
す
る
よ
う
な
と
ころ
ま

で
進
み
出
て
い
ら
っ
し
や
る
。

「
…
私
の
知
り
合
い
の自
衛
隊
の

専
門
家
は
日
中
衡
粂
み
た
い
な
こ
とが

あ
れ
ば
、
ての
と
き
自
衛
隊
は
乎
和遭

動
に
銃
を
向
け
る
で
あ
ろ
う
。士
冒
ク

ラ
ス
は
必
ら
ず
射
つ
だ
ろ
う
が
、
し
か

し
兵
隊
は
必
ら
ず
射
っ
と
は
限
ら
な

い
。
だ
れ
が
射
っ
て
、
だ
れ
が
射
たな

い
か
を
は
っき
り
見
分
け
て
メ
モ
を
と

る
よ
う
な
樂
団
を
用
意
ず
べ
き
だ
.
平

和
遡
勤
は
も
う
内
乱
班
と
も
い
う
も
の

を作
る
べき
だ
と
言
っ
て
い
まし
た
。

く
小れ
た
蝦
り
rの
動
き
を
み
て
い
る

と
首
が
痛
く
な
る
が
、
公
卿
侍
の
心
摘

ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
を
察
し
て
や
る
に
私
は

や
ぶ
か
さ
で
は
な
い
。
プ
チ
ブ
ル
は
す

ぐ
に血
誉

も
の
だ
。

深
課
遠
慮
の
参
謀
、
つ
ま
り
言
い
な

お
せ
は
黒
幕
気
と
り
の
久
野
収
先
牛
は

「サ
ル
ト
ル
氏
が
力
説
さ
れ
て
い
る
」

う
に行
動
を
わ
れ
わ
れ
が
要
求
さ
れ

て
いる
状
況
な
わ
け
で
す
:
」
と
や

たら
と行
勤
、
行
動
と
お
っし
ゃ
って

いま
す
。
今
年
の
八
・
一五
の
記
愈
集

会
で
「小
田
君
が
深
夜
、
私
の
-ζ
つ

へく
る
。
私
と小
田
君
は
胎
が
あ
う
、

よ
し
世代
が
ち
がう
と
も
」
と
力
説
し

て
聴
鍛
に
、
あく
ひ
を
咽
み殺
す
に
X
.

骨
を
折
ら
せ
た
こと
があ
った
が
、
そ

れ
が
、
う
べな
え
る
。
座
り
こ
ん
で
行

動
、
行
動
と叫
ん
で
いて
は
、
ま
さ
し
一

く
、
も
の
を考
え
る
まが
な
く
、
し
た
皿

が
っ
、
ろ
く
な
講
演
も
出
米
な
い
と

い
う
寸
法
た。

御簸金・御霧

には是非!

御使用下さい

公
卿侍
と
黒
幕
は
ま
あ
し
ょ
う
が
な

い
。問
題
は
谷
川
雁
先
生
の
助
っ人
、.か

り
だ
。筑
豊
か
ら
と
び
た
った
雁
は
鶴
一

見
先
坐
の用
心
樺
気
ど
り
で
場
ち
が
い

ね
お兼
の聞
へ舞
い
お
り
た
。
私
は
ひ

た
す
ら
恥
か
し
い
。
ボ
タ
を
つ
かん
で

、ζ

も
のな
・
漿
婁

二

 卯。、のお
り
の自
足
し
た

雁
の
勇
み
肌
一

に
叩
さ
つけ
て
や
り
た
く
な
る
。
逃
輪」
い
え
な
い
ぐ
ら
い
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
問
題

論
を
ふ
っ
て替
意
の
人

を々
い
び
.Φひ

∩
・国論
集
会
や
講
演
△(で
、
忍
耐
し

ま
が
あ
.た
p-2
て
め
え
の
逃
げ
,ζ'
て
、
,
プ
員
烈
の
た
め
に
座
り
続
け
て

め
を
考
え九
ら
レ¥づだ
。
退
却
も
躰
μ

∩
・、
騨
衆
た
ち
が
、
い
つ
か
は
、
公

の
つち
で
は
な
いか

大
正
行
動
鰐
,
眺
L5
、
Ψ
扇
炬
、
助
,
人
を
一掃
し

敗
辻
の
記
録
を
書
い
て紛
括
'4
'、

ぐ
.

、〇九
め
の
演
壇
を
し
つ
ら
え

た
。
那
巾
の
やく
た
いも
な
い
イ
ノ
/
ワ
ブ
乙
、一.
七
の
と
き
に
U
本
賢本
主

12
相
f
に
す
ごむ
より

筑
羅
へ阿
4-四
溌
rズ
重
'」碓
実
六
、
一撃
の
た
め
の

っ
て
最後
,庇
を
旗
っ纂
段び
も
し
九

q
ロ
ド靴
備
の
茸
同
作
業
が
開
始
さ
れ

ら
ど
うだ
。
か
つ
てガ
ン
モ
ド
†
の
}
ξ

"
-、
}こし
て
そ
れ
こ
そ
が
、
べ

人
だ
りた
私は
、
わ
が
こ
と
の
ー
、、.
M
ト
ー-、の
闘
う
人
民
に
対
渉
る
、
わ
れ

谷
川
雁
先
生
の落
ち
武
者
ぷ
り
が
取
か

h
か
冒崩
帯
ナ
。
筑
魏
の
失
業
爵
た

し
い
の
π
。

、
ザ
氏さ
取
尽
)て
遺
繁
さ
れ
た非

ま
あ
、ざ
っと
しん
な
感
釧
を
F
い
人
,
」レ
↓
と
も
に
、
私
も
そ
の戦
闘

一、
㌔の
「サ
ルト
ル
とと
も
ー
生

'㌧
4り
ゼ
紡
加
す
る
。
ハ斬
日
文
会

ろ
九
へ
平
遮
の遠
足
を眺
め
た
わ
、D
踊

ル
ホ
ラ
イ
タ
ー
)

フ
U

経
濟
学
部
長
に

司
/ハを
つ
と
めた

いい
だ
・も
も

の
響

は
「こ
の量
か
奪

μぞ
、ト

出

口

教

授

を

選
出

ナ
ム
反
戦
運動
を
や
る
に
は
・ノ♂
',

(文
)
は
大
山
部
憂
を
再
選

ユ洩
い
け
し
ゃ
あ
し
ゃあ
と
こ
いブ
.い
賀
済
守
部
砧
八
日
の
教
拶
会
で
大
橋
降

ろ
。
自
明
の
嗣提
の
ご
と
く
「蝿
か
な
冨
宰部
長
の
後
任
に
出
目
勇
威
教
授
を

弩
公
」
と
レ
う
枕
こ
とば
を
麗
い
て
い
選
んた
。
任
期
は
一均
」-日
か
ら
一年

る
.
私
は
、
あ
き
れ
か
え
「
ても
のも

間
.」あ
る
。
娼
口
教
掛
"一」高
、
京
大

謡
鐘
鰹
麺

拳

継

畏書

の菱

で違

た.
}

ー

ー萄は
忘
L
会
六
U

六
わ
の
ご
.(
8
あ

。.つ
。
椥

々
の
酵
漢

瓜
野
か

ト
ハ
蚊

の

周
を
し
か
b
終
甘

1

F

…

・そ

の
3

・
終

川…

ミ
ー
チ
ン
型
哲
学
の
批
判
l
l
J

加
藤
の
最
大
の
功
積
L

マ
ル
ク
ス
丸
覇
哲学
のス
タ
ー
リ
ン

†
義
的
偏
向
と
し
て
た
た
く傾
向が
出

1ー
ミ
ー
チ
ン
的
歪曲
は、
二っ
の
柱
を

現
す
る
や
、
加
藤
は
、
こ
の傾
向
への

も
っ
.
脚つ
は
、
真理
の反
映
が
党
派

批
判
を
は
じ
め
る
.そ
し
写
℃の
傾
向

の
実
践
に
よ
っ
て決
る
と
い
う
誠
謬
で

が
依
栃
す
る
「ミ
ー
チ
ン
一派
の
哲

あ
る
。
こ
の
多
へ方は
、
対
象
を
実
践

と
し
て
と
らえ
る
(す
な
わ
ち
対
象
を

人
聞
実
践
の対
象
化
と
一体
の
も
の
と

み
る
)
マ
ル
ク
ス主
覇
の
栂
本
原
理
と

ま
っ
た
く
対
立す
る
。
第
二は
、
哲
学

加
藤
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
「自
然
弁
証

的
思
考
に
お
い
て
、思
考
や
慰
識
を
っ

法
」
か
ら
わ
か
く学
ん
だ
の
は
鳩
爽
で

ね
に
自
然
的物
資
の反
映
と
の
み
み
に

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
って
と
く
べ
つ
の

訳
謬
で
あ
る.

「エ
ン
ゲ
ル
ス
的
視角
」を
ひ
き
だ
し

そ
し
て
加
藤正
の鶴
学
は
、
こ
の
二

た
43
け
で
は
、
け
っし
て
な
い
.
加
隙

点
に
っ
い
て
ま
さ
に
マル
ク
ス
主
羨
の

が
「自
然
弁
証
法
」
から
掌
ん
だ
の

綴
理
に
た
っ
て、
、、↑
チ
ン
型
「哲

は
、
上
に
あ
げ
た
ミ
ーチ
ン
「哲
学
」

学
」を
批
判
し
た
と
こ
ろ
に
、
モ
の
最

の
第
二
の
誤
謬
(ず
なわ
ち
餌
学
的
思

大
の
功
隷
を
も
っ.
こ
の
点
に
っ
い

考
に
お
い
て
墨
昌や
思
考
を
っ
ね
に

て
、
二
っ
の
こと
を
註
記
し
て
お
き
た

自
然
甑義
的物
質
の反
映
と
み
る
)
と

い。
群
記
の第
一は
、
加
順
は
、
唯
物

は
、
ま
った
く辿
のも
ので
あ
った
。

論
的
思考
を
「階
級
の
立
場
」
か
ら
ひ

加
藤
は
「自
然
帰畿
法
」
への
「訳

繕
購
鞭
藩
難
極
紗望

じ
め
た
が
、
モ
の
後
の
推
移
が
し
め
す

〃サ
なわ
ち
・
自
然
の
遷
鋭
は
、
最
一

よ
.つに
、
加
繰
哲
字
の
マ
ル
ク
ス
r
蕩

も
根本
的
な
刀学
的
過
程
か
ら
は
じ

内
部
に
お
け
る
最
大
の
論
敵
は
、
ス
タ

め
て物
理
附、
化
字
的
、
生
物
掌
的

潮羅
蕪
藤
難
繍 学

」
に諭
争
を
い
ど
む
に
い
た
った
の

で
ある
.
嘉

の第
二は
、
加
藤
が
そ
の
餌
字

的枇
判
を
「エン
ゲ
ル
ス
的
視
角
」
か

一ら
お
こ
な
った
と
し
、
さ
ら
に
エ
ン
ゲ

ル
ス
と
マル
ク
ス
と
の
あ
い
だ
に
ある

一ち
がい
を
、
階
級
論
舶
お
よ
び
革
⑰浬

}動
の視
角
にお
け
る
一定
の
力
針
の
ち

が
い
にお
い
て
み
よ
う
と
し
、
か
く
て

卿加
藤
鱈
学
を
も
エン
ゲ
ル
ス
派
に
お
こ

鱒り
と
す
る
見
方
に
つ
い
て
で
あ
る
.
マ

ルク
ス
と
エン
ゲ
ル
ス
と
の
あ
い
だ
に

質
的
な
ち
が
い
を
み
よ
う
と
す
る
試み

は
、
け
っし
て
新
し
い
も
の
で
はな

い
.
そ
れ
は
小
泉
侶
三
の
ス
キ
ャ
ンダ

ラ
ス
な
マル
ノ
ス
ヒ
義
「批
判
」
のよ

う
な
も
の
か
り、
ア
カ
デ
ミ
ソ
ク
な
マ

ル
ノス
上
義
「研
究
」
に
お
い
て
も、

し
ば
し
ば
敢
見
さ
れ
た
ζ
》り
であ

る
.

匹
接
絃
鋸鞭
鰭継
勉

糧
は
次
の
過
程
を
根
游的
に
規
足し

つ
つ
、
か
.＼て
絶
謁へず'発
展
し
てゆ

く
.
意
識
は
こ
の過
程
の中
に発
展

した
と
い
う
限り
にお
いて
、
当
然

自
然
的
諸過
程
に規
定
さ
れ
ざ
る
を

え
ぬ
。}て
し
て
こ
の規
疋に
よ
って

理
詣
剛
輯義
が生
ず
る
。
"

エ
ン
ゲ
ル
ス
「自
然
井
証
法
」
の
メ

リ
ノ
ト
の
}つは

物
質
運
劇の
段
幽

の
序
列
レ》て
の法
則
を
あ
き
ら
か
に

運
吻段
階
ご
と
に
それ
を
園
有
の対
象

と
す
る
44
学
を確
だし
て

科
学
の
分

頚
を
も
明
ら
か
にし
た
こ
と
に
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
周
到
に
暫
時
の
科
字

研
究
の
レ
ベ
ル
に
応じ
て、
そ
のぢ
案

を
生
物
学
に
とど
め、
そ
の後
の
生
命

段
憎
に
つ
い
て
は
禁
欲
し
て
い
る

が

「最
磁
にま
た
意
識
も
運
動で
あ

る
」
こ
とを
明起
し
て
い
る
.

す
な
わち
、
押
論
的意
畿
は

発
生

史
か
ら
い
っ
て臼
然
的
舗
髄
緯
に規
疋

さ
れ
つ
つ、
そ
れ
じ
し
ん
物
質
的
遷
動

のも
っ
とも
発
展
レ
た
段
階
で
あ
る
。

そ
し
て
これ
が

エン
ゲ
ル
ス
「自
然

弁
誠
法」
が
マル
ク
ス
雫
義
に
寄
与
し

た
駅理
の
}
つな
の
で
あ
る
。

三木
済
に
た
い
す
る
加
藤
の
批
判

す
な
わ
ち
、
三
木
の
唯
物
論
慧
識
が
階

級
的
主
観
に
よ
って
根
拠
づ
け
ら
れ
て

いる
こ
と
への
批
判
は

ま
さ
に
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
「自
然
介
証
法
」
に
お
け
る

マ
ルク
ス
キ
義
的
陳
理
に
た
っ
て
い

た
。
加
藤
は
「自
然
弁
証
法
」
の
下
盗

の
「追
記
」
に
お
い
て
、
さ
き
の
「訳

序
」
の
症
式
を
、
幽二木
批
判
と
し
て
変

形
し
、
こ
う
書
い
て
い
る
.
ー

〃実
践
が
思
惟
と
自
然
の
媒
介
を
な

す
と
い
う
こ
と
を
誤
解
し
て
、
実
践

す
な
わ
ち
社
会
関
係
に
よ
っ
て
規
定

せ
ら
れ
た
思
惟
を
、
自
然
に
痴
用
す

る
こ
と
に
お
い
て
自
然
が
成
立
す
る

と
い
う
風
に
は
き
遼
え
ご
い
る
人
々

が
自
ら
唯
物
齢
者
と
名
の
.
て
い
る

一般
的
潮
流
に
か
ん
が
み
て
、
私
は

自
然
に
合
致
せ
し
め
う
る
思
惟
規

定
、
す
な
わ
ち
自
然
藪

の
方
法
は

自
然
の
抽
象
で
あ
り
反
映
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
思
惟
は

夷
践
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
実
践
を
通
じ
て
自
然に
よ

っ
て
規
疋
さ
れ
る
場
合
に
のみ
自然

の
反
映
と
な
健
と
い
う
点
を
かく

特
記
レ
て
お
き
兀
い
の
で
あ
る
.
"

昭
和
初
年
、
日
本
の
充
駕
に
は
二兎

の
課
朋
が
あ
っ
た
。
理
論
上
で
マ
ル
ク

ス
ヒ
義
の
原
理
的
思
茜
(加
藤
の
言
で

は
理
諭
的
患
識
)
を
確
M
ず
る
こ
と
、

と
し
て
実
践
上
で
は
、
急
超
に
整
備さ

れ
っ
つ
あ
る
天
㎏
制
田
体
諭
の体
系
の

内
部
に
、
そ
れ
と
敵
刈
し
そ
れ
」藁

践

。
だ
が
、
こ
の
唯
物
論
的
意
識
は
、
右

の
よ
う
な
、
硬
論
上
、
実
践
上
の
二
璽

[

件
をも
って
い
た
の
で
あ
る
。

完加

駿融

舞劉

 

餌
¥
的
理
且
の
歴史
にお
いて
、
理

論
押性
と
実
践
押判
の閲
題は
、
畏
い

の
関
係
を
、
正
確
に
解
決
す
る
こ
とほ

な
に
ょ
り
も
大
切
で
あ
り
、
した
が
っ

の主義哲学

 

スクノレ

 

マ

ン的歪曲を正す一 チ

 

、
ζ

のも藤間に欠落していた

との組織における関係と発現

 

加

雛

●木三
論
践
理
実

の
務

か
麺

の運
動
。
いた
垂

的
・
嘉

す
る
.
"、ル
ク
ス
r
義
裟

践
剛
思
考
(あ
る
い
は
園
級
慧
識
、
革

命
慧
識
)
を
確
立
す
る
こ
と
。
わ
た
し

は
、
い
ま
ま
で
、
三
木
や
加
触
が
と
り

く
ん
だ
課
題
を
、
〃唯
物
論
的
愈
識
の

形
成
"
と
い
う
ふ
つに
嚢
現
し
て
きた

,

探
究
の過
和
を
も
った
厄
介
な問
題
で

あ
った
。と
ぐ
に、
観
愈
諭
と
こ
と
な

り、
実
践
押
性
を
観
照
す
る
の
で
は
な

く
じ
っさ
いの
革
命
的
実
践
を
な
し

と
げる
こ
と
脅
日的
と
す
る
マル
ク
ス

窒薦
にお
いて
は
、
こ
の
二
つの
理
性

て
ま
た
そ
の
解
決
は
多
く
の
試
行
紹
誤

を
へな
け
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
.
教
条

主
義
財
な
「狸
論
と
実
践
と
の
統
一」

(す
な
わ
ち
両
者
の
総
合
を
蕊命
的
実

践
の
覚
派
、
な
か
ん
ず
く
そ
の書
記
畏

一に
よ
って
は
た
す
)
説
は
、
な
ん
の
解

問
題
と
し
て
、
剛物
諭
的
な
理
論
感
戯
,し
、
現
さ
れ
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
か、

騨
雛

蛇

麓
鍛
鐸

轟

稲

羅

漏π簾
マ
期

ている・男
翼
曾
本
マルクス
匿

一宋
あ
あいだにはど
の貯

穿
義
の
煙
論
的
発
生
期
で
あ
った
か

題
を
媒
介
欄
域
と
し
て
考
究
す
る
こ
と

ら
、
三木
批
判
にさ
い
し
、
思
考
が
自

が
欠
落
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
の
歴

然
過
程
か
ら
規
定さ
れ
る
と
いう
(思

史
的
、
思
想
的
条
件
か
ら
い
っ
て、
や

考
の
)
発
生
的契
機
が
、
と
く
に
強
調

む
を
え
な
い
も
の
で
も
あ
った
が、
こ

さ
れた
。
そ
し
てこ
のか
き
り
で
は
、

の
結
果
、
松
田
の
エ
ピ
ソ
ード
が
示す

加
藤
の
鼠木
枇
判
は
正
当
で
あ
った
と

よ
う
に
、
三
木
は
人
聞
論
を
も
うて
、

いわ
ね
ば
な
ら
ない
。

加
藤
や
松
田
は
自
然
科
学
をも
っ
て、

他
方
、
レ
かレ
なが
ら
、
三木
の
問

唯
物
論
を
根
拠
づ
け
る
と
い
った
観
を

題提
出
は、
実
践
理
性
と
のか
か
わ
り

墨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
お
い
て、
変
革意
議
が
現
代
史
の
な

加
藤
は
、
モ
の
後
の
研
究
によ
っ

か
で
ど
の
よ
う
に
「現
代
の
薫
識
」
と

て
、
思
考
そ
の
も
の
もま
た
運
動
形
態

し
て
成
立
する
のか
、
と
い
う
イ
ン
一ア
の
一段
瞳
で
あ
る
こ
とを
み
とあ
、
思

ン
シ
ョ
ンを
も
って
い
た
.
久
野
収
が

考
の
運
期
法
則
を
と
ら
える
こ
と
に、

い
う
よ
う
に、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
社

帽
≠
の
固
有
の
性
格
を
み
い
だし
た
。

会
主
鵜
を志
向
し
て
い
た
当
時
の
革
新

も
し
加
膝
が
、
三
木
批
判の
当
時
、
思

的
イ
ン
テリ
タ
ン
チ
ャは
、
三木
理
禰

ち
が
発
生
史
的
に自
然
過
程
に規
ださ

の
な
か
に、
外
的
な
社
会
主
義
還
劾
と

れ
つ
つ
、
そ
れ
じ
し
ん
自然
過
程
を
う

内
的
な
哲掌
とを
結
合
す
る
も
の
を
み

つ
し
と
り
そ
れ
を
人
闇
的
・思考
的
に

いだ
レ
た
の
であ
る
。

再
生
産
し
た
還
動
形
態
で
ある
こ
とを

加
藤
と
三木
との
あ
い
だ
に
は
一般

十
分
に
ζ
り
え
て
い
た
なら
ば
、
三木

決
を
与
え
たわ
け
では
な
か
。た
。

「に
は
螺

擢

髪

践
瑳

と
が変
聾

拳

つこ
と
を
聞
い
毛

い
ら
し
い
・

加
藤
の
三
木
鴇

は、
曙

押

÷

め
言

濫

に
お
い
て
、
ど
の
、三

よ
乏

訪
む

た
拳

・
鵜
的
葦

鶏

難
鮮

鯉

磁鵜

嚢

廓
養

魔

.、.、.

的
に
い
そ
自
賛
盟
程
矢
哩

の
人
聞
鵠
鎧
震
判
し
つ
つ
それ

鳳
難

籔
難
の灘
剰

わた
し
は
加
藤
の初
期
の
諭
文
の

ほ
ん
の
一部
に
っ
い
てし
か
書
け
な
か

っ
た
.
しが
し
胴
藤
の
「覚
派
の実
践

に
よ
る
貰
理
の反
映
」
鋭
批
判
と
、
思

考
じ
し
ん
が物
質
の運
動
形
態
の
最
働

の
も
の
で
あり

し
た
が
って
哲
学
に

お
い
て
は
こ
の
思考
遼
動
を
織
識
的
に

蒋
生産
す
る
(懸
考
と
い
う
物
質
を
意

識
に反
映
す
る
)こ
と
が
誤
逡
だ
、
と

い
う
二点
は
、
加
藻
理
識
の
根
本
な
の

であ
る
。
前
者
を
も
って
加
藤
を
、
党

派
を百
窟
す
る
「解
党
宝
義
者
」
と
み

な
し、,後
者
を
も
りて
加
藤
を
(臼
然

占
が
、
加
藤
の
「党
派
性
」
の
否
定
を

}つ
ま
りは
反
レ
ー
ニン
助
だ
と
い
う
ふ

う
竃
醐った
こ
と
が
分
った
。
わ
た
し

は
む
ろ・ヘ
レ
ー
ニン
も
ま
た
獲
論
的

批
判
の対
虫
か
ら
免
除
さ
れ
る
狩
権
を

「も
たな
いと
考
坑る
が
、
加
藤
が
、
マ

ルク
ス宅
義
の
定
義
に
つ
い
て
は
ス
タ

…リ
ン
の
それ
を
し
り
ぞ
け
レ
ー
ニ
ン

の
それ
を
採
用
し
た
こ
と
、
な
ど
を
あ

げ
て、
そ
の誤
解
に釈
明
し
て
お
い

た。加
糠
理
論
は
素
完
で
あ
る
。
か
れ
は

研
究
の時
間
を
惜
し
み
な
く
す
て
て
、

}覚
蝋
と
し
て
の
実
桟
に
つ
く
し
た
。
短

射
は
さ
ら
に
そ
の
時
間
を
奪
った
。
加

藤
秦
集
ぱ
、
す
べて
入
晃
の
、
か
れ
の

稠
極
的
セ
張
ハの
試
編
と
い
う
べ
き
も

の
で
ゐ
る
。
わ
た
し
は
、
現
代
の
若
い

イ
ン
.アリ
ケン
チ
ャが
、
加
朦を
厳
密

に
検
31
し
、
そ
の
戒
完
を
完
成
に
転
じ

る
た
め
の糟
神
労
働
に
た
す
さ
わ
る
こ

と
を
希求
す
る
。

(哲
学
者
)

る
。
帰
街
を
目
前
に勢
λ
て
字
彗
し
も

何
か
と酒
にし
た
し
む
機
会
が
多
い
▼

冠
婿
騨祭
に酒
が
つき
も
の
な
の
は
何
{

も
日本
だ
け
の習
悩
で
は
な
い
。
聯
式

に酒
が
斑
く
ては
な
r9
ぬ
。
し
か
し
酒

は
又
ヴ慾
い
ん
眠
う

甑第
"
で
も
あ

る
。
7
八飲
も
ち
ル
、
相
築
いご
飲
む

も
酒
▼
又
明蔀
ぬ
し
ト

21強
い
澗
が

聾
ん
で
飲
童、㌔ひ
の.い
ーレ
コー
ル
旗

協
の技
術
か梨

し
た
カ
ら
の
み
こ
は
}

あ
る
嵐
い。
精
初
の額
化
が
よ
り
強
い

錆乱
を
盟み
、鎧
猷
が
囲
滅
を
殉
塗
産

}す
る
・
ナ
が
読

の箆

銭
う
考

な
飽
く
なき
競
走で
あ
る
▼
"乃
の
病

い
は
酒
よ
り
こそ
起
れ
"と
兼
財
が
戒

しめ
る
ま
でも
な
＼謹
苫
実
概
屑
⊥
は

い
や
真圃
目
なサ
ラ
リ
ー
マン
わ
学

生
〃酒
と
婦
革
は
た
し
な
む
程
醍
で

す
穿
と
い
う
のが
佳
し
とさ
れ
て
い

}る
.
そ
う
い
う殖
が忘
年
会
の
ζ
う
に

は
天
下
公
認
の酒
を
飲
む
.
喧
し
き
限

り
で
あ
る
。
届
沼
展で
一人
盃
を
傾
け

バ
ー
で
女
の子
を相
手
にグ
ラ
ス
を
温

め
る
。
気
障
の到
り
で
あ
る
▼
と
は
い

え
、
泥
酔
の
恥
も
、
一
人
飲む
酒
の気

.逓
れ
も
酒
飲
ま
ざ
ろ
人
の嵩
壌
。
要
り

ぬ
節
介
。
人
酒を
飲
み
、酒
酒
を
飲み

酒
人
を
飲
み
、更
に
病
飲
して
始
め
て

歌
う
軟
を
奪
い
返
さ
ね
は
なら
ぬ
時
も

あ
る
だ
ろ
う
。
芭
痛
し紘
帆楽
の頂
点
で

の
交
錨
の
中
に
錆
乱
が
生
れ
、
そ
の
鍋

乱
に
し
て
始
め
て
恐怖
を忘
れ
る
▼
酔

い
醒
め
の
水
は
う
ま
い
が、
二日
酔
は

又
倦
怠
と
眩
惑
の
二
重
誉
佐
藤
昏犬

閣
゜若
き
二
十
の
こ
う
な
れ
や

三
犀
が
が
ほ
ど
は
か
よ
いレ
b

酒
、
歌
、
魏
革
、
ま
た
女

外
に
学
び
し
こ
㌧'rも
な
し

の
詩
が
あ
る
。
今
は
夢
鷹
生
滅
も
四
牙

で
、
そ
の
分
だ
け
何
や
ら
学
へ
る
やも

知
れ
ぬ
が
凡
オ
は
酒
、
煙
草
な
ど
宗
の

こ
と
に
構
って
い
て
は
学
業
が
戒
り
立

た
な
い
。

申
義
的
)
物
質
を
否
定
す
る
「主
観
虻

義
者
」
と
み
な
す
の
が
、
当時
の教
条

t
義
者
の
遍
説
で
あ
った
。
そ
の宋
瓶

は
な
お
存
在
し
て
い
る
。

「【

今
年
の
一月
、
わ
た
し
は
モス
ク
ワ

で
ア
カ
デ
ミ
ー
餌
学
研
究所
の
コズ
ロ

フ
ス
キ
ー
と
話
す
機
会
があ
った
。
か

れ
は
日
本
の
近
代
哲
学
史
が
翼門
で
、

西
田
哲
掌
に
っ
い
て
の
諭文
も
書
い
て

い
る
。
こ
の
と
き
、
話
が加
藤
正
に
お

よ
ん
で
、
コ
ズ
ロ
ソ
ス
キ
ーが
、
加
藤

は
反
動
じや
な
い
か、
と
い
った
。
理

由
を
問
う
と
、
レ
ー
ニ
ン
を否
定
し
た
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